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この「ウエハラブーメラン工法、設計マニュアル」は、コンクリートの

基礎をもつ３階建以下の木造在来軸組工法住宅を対象とする。

１) (財)  日本建築防災協会　木造住宅の耐震診断と補強方法（2005年版）

１－１　適用範囲

１－２　適用図書

３) 株式会社　 ウエハラ　 設計・施工マニュアル（2006年版）

２) (財)  住宅金融普及協会木造住宅工事共通仕様書（全国版）（2005年版）
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溶融亜鉛めっき HDZ55 (JIS H 8641)

ＢＭ－ＩＮ１

ＳＳ４００（JIS G 3101）

表面処理：

材　質：

商品名：

　Ｍ１２ｺｰﾁﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ３本使用

ＢＭ－ＩＮ１

(A)
ブーメランフレーム形式

寸 法

A B C D E F G H I J t
375 48 30100 100 40 290 45 6.0145

(mm)

A

２－１　  ブーメランフレーム金物

２－１．２　 ＢＭ－ＩＮ１金物　寸法一覧

２－１．３　 取付ボルト穴径寸法一覧

番　号

M12ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ

Ф１８

１５×２０

備　考　孔　径（ｍｍ）

①
②

⑥

⑤

③

④

１８×５０

１５×３０

耐震Ｋﾎﾞﾙﾄ

5ｍｍビス用

Ｍ16ボルト用

ｱﾝｶｰM12固定

２－１．４　 取付接合具【ＢＭ－ＩＮ１金物】

４．５

10

４０

４
０

1

１
４
．

５

Ｍ１２

Ф ６

Bｔ

⑥

⑤

①

②④

A

C
D

F

J

E

ｔ
B

GI

5

２－１．１　ブーメランフレーム金物【ＢＭ－ＩＮ１】形状一覧

－

（M12ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ）

2
1
.
9

【土台部】Ｍ１２ｺｰﾁﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ２本使用
【梁　部】Ｍ１２ｺｰﾁﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ２本使用

１９ ７０３０

１００

１
１
．

５

最大径１２

【柱　部】Ｍ１２ｺｰﾁﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ２本使用
【柱部】耐震Ｋボルト2本使用または、

【
柱
・
土
台
（
梁
）
接
合
具
】

【
柱
接
合
具
】 名　称：Ｍ１２コーチスクリューボルト　

材　質：ＳＷＣＨ１０（ＪＩＳ　Ｇ　３５０５）
表面処理：電気亜鉛めっき　ＭＦＺｎⅡ－Ｃ（ＪＩＳ　Ｈ　８６１０）

商品名：耐震Ｋボルト　
材　質：ＳＷＣＨ１０Ｒ（ＪＩＳ　Ｇ　３５０７）
表面処理：電気亜鉛めっき　ＭＦＺｎ５－Ｃ（ＪＩＳ　Ｈ　８６１０）

第２章　形状及び性能



表面処理：電気亜鉛めっき　１種２級Ｅｐ－Ｆｅ／Ｚｎ５／ＣＭ１（ＪＩＳ　Ｈ　８６１０）
基礎部埋込み深さ：９０ｍｍ　

名　称：Ｍ１２コーチスクリューボルト　
材　質：ＳＷＣＨ１０（ＪＩＳ　Ｇ　３５０５）
表面処理：電気亜鉛めっき　ＭＦＺｎⅡ－Ｃ（ＪＩＳ　Ｈ　８６１０）

※取付詳細は施工マニュアルＰ８参照　
埋込み深さ　
Ｌ＝９０ｍｍ　

-３-

○ ×○

溶融亜鉛めっき HDZ55 (JIS H 8641)

ＢＦ－ＤＨ１

ＳＳ４００（JIS G 3101）

表面処理：

材　質：

商品名：

２－２　ＢＦ－ＤＨ１金物　形状・寸法【基礎に鉄筋がある場合に使用】

・ ９０ mm角
・１０５mm角
・１２０mm角

に適用

土台寸法

※１５０mm以上は特注

２－２．１　取付接合具【ＢＦ－ＤＨ１】

2
1
.
9

【土台部】Ｍ１２ｺｰﾁﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ１本使用

１９ ７０３０

１００

１
１
．

５

最大径１２

【柱　部】Ｍ１２全ﾈｼﾞｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ２本使用

名　　　 称：Ｍ１２全ネジアンカーボルト
材　　　 質：ＳＷＲＭ１０（ＪＩＳ Ｇ ３５０５）

１１５
全ネジ形状　

名　　称：エポキシ樹脂接着系アンカー

カポセル径：１３ｍｍ　
主　　剤：エポキシアクリレート樹脂

硬化剤　

ガラス管（容器）　

［主剤］エポキシアクリレート樹脂　

推 奨 品

製 品 名：ＭＵアンカー（打込み型）

【基礎部】ｴﾎﾟｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ樹脂２本使用
打込みタイプ

【
基
礎
接
合
具
】

【
土
台
接
合
具
】

【
基
礎
接
合
具
】

8 34 41 12

φ18

φ18

３２
８

８３
１２ １２

９２
１９

６
８０

40

３２
８

６０

９２

φ１４．５

容　　量：　１１ｃｍ　
3



埋込み深さ　
Ｌ＝９０ｍｍ　

名　称：Ｍ１２コーチスクリューボルト　
材　質：ＳＷＣＨ１０（ＪＩＳ　Ｇ　３５０５）
表面処理：電気亜鉛めっき　ＭＦＺｎⅡ－Ｃ（ＪＩＳ　Ｈ　８６１０）

※取付詳細は施工マニュアル参照　

-４-

穴径　18Ф

穴径　18Ф

ジベル
スタッドジベル

16Ф

溶融亜鉛めっき HDZ55 (JIS H 8641)

ＢＦ－ＤＨ２

ＳＳ４００（JIS G 3101）

表面処理：

材　質：

商品名：

２－３　ＢＦ－ＤＨ２金物　形状・寸法

・ ９０ mm角
・１０５mm角
・１２０mm角

に適用

土台寸法

※１５０mm以上は特注

49

45

60

名　称：Ｍ１６スタットジベル
1　材　質：ＳＷＲＣＨ１８Ｋ（ＪＩＳ　Ｇ　３５０７）
製作会社：日本ドライブイット株式会社
溶　接：アーク溶接（スタッドガン使用）　
効　果：コンクリート合成構造のずれ止め

２－３．１　取付接合具【ＢＦ－ＤＨ２】

2
1
.
9

【土台部】Ｍ１２ｺｰﾁﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ１本使用

１９ ７０３０

１００

１
１

．
５

最大径１２
○ ×○

【柱　部】Ｍ１２全ﾈｼﾞｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ２本使用

表面処理：電気亜鉛めっき　１種２級Ｅｐ－Ｆｅ／Ｚｎ５／ＣＭ１（ＪＩＳ　Ｈ　８６１０）
基礎部埋込み深さ：９０ｍｍ　

１１５
全ネジ形状　

硬化剤　

ガラス管（容器）　

［主剤］エポキシアクリレート樹脂　

推 奨 品

【基礎部】ｴﾎﾟｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ樹脂２本使用
打込みタイプ

【
基
礎
接
合
具
】

【
土
台
接
合
具
】

名　　称：エポキシ樹脂接着系アンカー

カポセル径：１３ｍｍ　
主　　剤：エポキシアクリレート樹脂
製 品 名：ＭＵアンカー（打込み型）

容　　量：　１１ｃｍ　

名　　　 称：
材　　　 質：

Ｍ１２全ネジアンカーボルト
ＳＷＲＭ１０（ＪＩＳ Ｇ ３５０５）

【
基
礎
接
合
具
】

100
３５

７２０
８

３５
７

９３

６０

１２

３５

９３

８０

3
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３－１　  ブーメラン工法の構成

　　Ｍ－ＩＮ１①またはＢＦ－ＤＨ１・２②を設置する。

　　とＢＦ－ＤＨ１・２②を組合わせて筋かい金物＋ホールダウン金物の構成と、

１）本ブーメラン工法は図１．１に示すように、接合金物ブーメランフレーム①

　　土台と基礎に設置する。

３）既存基礎に土台固定のアンカーボルトが無い場合は、ＢＦ－ＤＨ１．２② を

　　ＢＭ－ＩＮ①単体のみ使用し筋かい金物としての構成と、ＢＦ－ＤＨ１・２

　　②を単体で使用し土台の引抜け補強をする構成がある。

２）施工手順は、既存柱、土台、筋かい等及び既存柱、梁、筋かい等の内面にＢ

第３章　ブーメラン工法の構成

図１．１　ブーメラン工法の構成

柱頭部

５ｍｍビス

Ｍ１２六角ボルトｰ２本 又は

ＢＭ－ＩＮ１①

Ｍ１２ラグスクリューボルトｰ２本

耐震Ｋボルトｰ２本 又は
Ｍ１２ラグスクリューボルトｰ３本

柱脚部

ＢＦ－ＤＨ１②又は
５ｍｍビス

ＢＭ－ＩＮ１①

耐震Ｋボルトｰ２本 又は
Ｍ１２ラグスクリューボルトｰ３本

ＢＦ－ＤＨ２②

Ｍ１２ラグスクリューボルト

Ｍ１２全ネジボルト

Ｍ１２ラグスクリューボルト

エポキシ樹脂系接着アンカー

４０角座金４．５mm

柱中部

ＢＭ－ＩＮ１①

Ｍ１２六角ボルトｰ２本 又は

Ｍ１２ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄｰ３本

柱　部

耐震Ｋボルトｰ２本 又は
Ｍ１２ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄｰ２本

梁　部

既存胴差、桁梁
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３ー２．１　  筋かいの構成

　　場合は、新しい部材と交換する。

　　５ｍｍビスを７本使用し取付ける。

１）既存の筋かいまたは、耐力壁不足の場合は新設の筋かいをＢＭ－ＩＮ１に

　　15×90）とする。

３）ＢＭ－ＩＮ１が取付く筋かいの寸法は、４５×９０以下（45×90、30×90、

２）既存筋かいが著しく劣化、腐蝕（ドライバーが簡単に深く刺さる）している

３－２　  筋かい・丸鋼ブレ－スの構成

３－２．２　  丸鋼ブレ－スの構成

２）取付ボルトは、Ｍ１６高力ボルト（Ｆ８Ｔ）とする。

１）丸鋼ブレスは９ｍｍ以上の部材を使う。

【
筋
か
い
接
合
具
】

４５
３１１４

ビス形状　

材　　質：ＪＩＳ－Ｈ3507　ＳＷＣＨ　
表面処理：ＪＩＳーＨ8610　Ｅｐ－Ｆｅ／Ｚｎ／ＣＭ１
山　　径：５．０ｍｍ　
谷　　径：４．０ｍｍ
頭の形状：＋形状　
取付本数：７本

２７

３１

３０

４０
16

Ф32×厚４．５Ｍ１６

丸座金

Ｍ１６高力ボルト（Ｆ８Ｔ）　

型
押

厚
み

：
Ｔ

板
厚

：
ｔ

丸
鋼

径
：

ｄ

全
幅
：
Ｂ

ねじ部：Ｃはしあき：ｅ１
全長：Ａ

穴径：Ｒ

切断寸法：Ｌ１

Ｍ

Ｍ

Ｌ

ＢＨＭ

ＲＭ

【
丸
鋼
ブ
レ
ス
接
合
具
】

【
丸
鋼
ブ
レ
ス
推
奨
品
】

全長 全幅 ネジ部 板厚 穴孔 はしあき 加える長さ 型押厚み

Ｍ12
Ａ Ｂ Ｃ ｔ Ｒ ｅ１ Ｌ２ Ｔ

符号

呼び

38132 18 6.5 17 27 65 9

取付ブレース　

製品名：ハウスハウスブレース（コンパクトタイプ）
製品企業名：港製器工業株式会社　
建築基準法３７条第二号における国土交通大臣認定品
材　種：ＪＩＳ－Ｇ３１０１（ＳＳ４００）　
取付サイズ：Ｍ１２
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製　品　名 基　礎　仕　様 性　能

１３．５
のかわり

短期基準接合耐力（ＫＮ）

＋
ＢＦ－ＤＨ１

ＢＦ－ＤＨ２

柱部：耐震Ｋボルト２本

土台・梁部：M12ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ２本
M12ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

筋かいからの引抜き力に対して、ＢＭ－ＩＮ１金物の柱側、仮に土台側に対して引張力が

あったとしても、柱の仕口側に力が流れて柱を引上げる事になるのでその柱の方をＮ値計

算しておけば、筋かいからの引抜き力も合わせて柱の引抜きに対応できているはずであり

ます。Ｎ値計算は引張側の筋かいの倍率も含まれていて、その中に筋かいからの引抜き力

も含まれているので、この方法の場合はそれが柱の軸力となって伝わっていくので、柱の

柱脚に対する設計をしておけばよいと考えます。

また、最終的な破壊状況が柱側のボルトの割裂による破壊で決まり、土台部のＢＦ－ＤＨ

１金物は、変形が見られるものの余力を残していて全体で１５ＫＮの短期基準接合耐力が

あるので、１５ＫＮ用の柱脚金物として設計しておけば筋かいがあるなしを問わず１５Ｋ

Ｎ用の金物として考えます。

３－３．１　 筋かい金物

３－３　  ブーメランフレーム金物品質性能表

３－３．２　 柱脚柱頭金物

製　品　名 基　礎　仕　様 性　能

１５．４ １５ＫＮ用

１５．１ １５ＫＮ用

短期基準接合耐力（ＫＮ）

＋
ＢＭ－ＩＮ１

＋
ＢＭ－ＩＮ１

ＢＦ－ＤＨ１

ＢＦ－ＤＨ２

鉄筋コンクリート基礎

主筋：Ｄ１３ あばら筋：Ｄ１０＠３００

無筋コンクリート基礎

３－３．３　 土台ー基礎接合金物

３－３．４　 筋かい金物と柱脚金物を複合させる説明

製　品　名 接合部仕様
壁基準耐力

３．２

３．２

壁強さ倍率 又は

（KN/m）
壁基準剛性

（KN/rad./m）

６５０

（壁強さ倍率　又は

３．２

実験値

＋
ＢＭ－ＩＮ１

木筋かい45×90

＋
ＢＭ－ＩＮ１

木筋かい45×90

＋
ＢＭ－ＩＮ１

柱部：M12ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ２本
土台・梁部：M12ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ３本

柱部：耐震Ｋボルト２本
土台・梁部：Ｍ12ボルト２本

柱部：M12ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ３本

土台・梁部：M12ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ２本
鉄筋筋かい

Ф９以上

（耐震Ｋﾎﾞﾙﾄ２本） １．６

６５０

２１０

３．２

２．１

壁基準耐力）（KN/m）

（平成12年建設省告示1460号第一号二に定める45×90mm以上の木材に取り付ける筋かい金物）

ＢＭ-ＩＮ１金物

筋かいの引抜き力

柱の引抜き力

荷　重

Ｎ値計算で引抜き力を設計する。

（筋かいの引抜き力にも対応している）１５．４ＫＮ

耐震Ｋボルト-２本

ＢＦ－ＤＨ１金物

ＢＭ－ＩＮ１金物
ＢＦ－ＤＨ１金物

短期基準接合耐力



▼
▼▼ ▼

▼▼
▼ ▼
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４－１　既存鉄筋コンクリート基礎にアンカーボルトがない場合の施工順序

第４章　現場施工

１ ４

８

３２

５

　：既存木筋かいの内側面
　　にＢＭ－ＩＮ１金物を
　　合わせる。

　：既存柱、土台部材に穴
　　の位置をけがく

　：マーク位置に合わせて
　　ドリルで穴加工

１１

　：ボルト孔内、金物取付
　　部分の掃除

取付施工完了検査

　１）木材の割れ等の確認
　２）ﾋﾞｽ、ﾎﾞﾙﾄの数量の確認
　３）締め付の確認

１）柱、土台の劣化のある場
　　合は、新しい部材に交換
　　する。
２）鉄筋コンクリート基礎に
　　ひび割れがある場合は補
　　修・補強する。

　　※Ｐ２４施工管理表参照

　１）柱、土台の劣化の確認
　２）鉄筋コンクリート基礎
　　　のひび割れ等の確認

既存建築物
取付箇所のチェック

ＢＦ－ＤＨ１・２金物が取付く場合

７

　：ＢＭ－ＩＮ１金物の取付
　１）柱部に耐震Ｋボルト又
　　　はスクリューボルト
　２）桁、胴差梁部に通しボ
　　　ルトまたはスクリュー
　　　ボルト
　３）筋かい部材にビス

柱頭部

木
筋
か
い

　：既存基礎にＢＦ－ＤＨ
　　１金物と取付けるＭ12
　　エポキシ接着系アンカ
　　ーの穴位置をけがく

柱脚部

木
筋
か
い

６

　：ＢＭ－ＩＮ１金物の取付
　１）柱部に耐震Ｋボルト又
　　　はスクリューボルト
　２）土台部にスクリューボ
　　　ルト
　３）筋かい部材にビス

柱脚部

木
筋
か
い

１０

　：ＢＦ－ＤＨ１金物を取
　　付け、土台側をスクリ
　　ューボルトで固定する

木
筋
か
い

柱脚部

９

　：Ｍ１２エポキシ接着系
　　アンカーを設置

　　※取付方法
　　Ｐ１４参照

木
筋
か
い

柱脚部



▼
▼ ▼

▼
▼ ▼
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４－２．１　木筋かいの反対側にアンカーボルトがある場合

１ ３

　：既存柱、土台部材に穴
　　の位置をけがく

４

　：既存柱、土台部材のけ
　　がき位置に合わせてド

１１

５

　：ボルト孔内、金物取付
　　部分の掃除

取付施工完了検査

　１）木材の割れ等の確認
　２）ﾋﾞｽ、ﾎﾞﾙﾄの数量の確認
　３）締め付の確認

木
筋
か
い

６

　：ＢＭ－ＩＮ１金物の取付
　１）柱部に耐震Ｋボルト又
　　　はスクリューボルト
　２）筋かい部材にビス

柱脚部

木
筋
か
い

▼

８

　：既存基礎にＢＦ－ＤＨ
　　１金物と取付けるＭ12
　　エポキシ接着系アンカ
　　ーの穴位置をけがく

柱脚部

木
筋
か
い

７

　：ＢＭ－ＩＮ１金物の取付
　１）柱部に耐震Ｋボルト又
　　　はスクリューボルト
　２）桁、胴差梁部に通しボ
　　　ルトまたはスクリュー
　　　ボルト
　３）筋かい部材にビス

柱頭部

４－２　既存鉄筋コンクリート基礎にアンカーボルトがある場合の施工順序

木
筋
か
い

１０

　：ＢＦ－ＤＨ１金物を取
　　付け、土台側をスクリ
　　ューボルトで固定する

柱脚部

木
筋
か
い

９

　：Ｍ１２エポキシ接着系
　　アンカーを設置

　　※取付方法
　　Ｐ１４参照

柱脚部

ＢＦ－ＤＨ１・２金物が取付く場合

　　リルで穴加工

▼
２

　：既存木筋かいの内側面
　　にＢＭ－ＩＮ１金物を
　　合わせる。

１）柱、土台の劣化のある場
　　合は、新しい部材に交換
　　する。
２）鉄筋コンクリート基礎に
　　ひび割れがある場合は補
　　修・補強する。

　　※Ｐ２４施工管理表参照

　２）柱の背割れの確認
　３）鉄筋コンクリート基礎
　　　のひび割れ等の確認

既存建築物
取付箇所のチェック

　１）柱、土台の劣化の確認



▼

▼

▼
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４－２．２　木筋かいの方向側にアンカーボルトがある場合

１

▼

２

▼

３

１１

５

　：ボルト孔内、金物取付
　　部分の掃除

取付施工完了検査

　１）木材の割れ等の確認
　２）ﾋﾞｽ、ﾎﾞﾙﾄの数量の確認
　３）締め付の確認

１）柱、土台の劣化のある場
　　合は、新しい部材に交換
　　する。
２）鉄筋コンクリート基礎に
　　ひび割れがある場合は補
　　修・補強する。

　　※Ｐ２４施工管理表参照

　１）柱、土台の劣化の確認
　２）鉄筋コンクリート基礎
　　　のひび割れ等の確認

既存建築物
取付箇所のチェック

木
筋
か
い

▼

６

　：ＢＭ－ＩＮ１金物の取付
　１）柱部に耐震Ｋボルト又
　　　はスクリューボルト
　２）筋かい部材にビス

柱脚部
木
筋
か
い

７

　：ＢＭ－ＩＮ１金物の取付
　１）柱部に耐震Ｋボルト又
　　　はスクリューボルト
　２）桁、胴差梁部に通しボ
　　　ルトまたはスクリュー
　　　ボルト
　３）筋かい部材にビス

柱頭部

木
筋
か
い

▼

１０

柱脚部

木
筋
か
い

９

　：ＢＦ－ＤＨ１金物を取
　　付け、土台側をスクリ
　　ューボルトで固定する

　：Ｍ１２エポキシ接着系
　　アンカーを設置

　　※取付方法
　　Ｐ１４参照

柱脚部

木
筋
か
い

▼

８

　：既存基礎にＢＦ－ＤＨ
　　１金物と取付けるＭ12
　　エポキシ接着系アンカ
　　ーの穴位置をけがく

柱脚部

ＢＦ－ＤＨ１・２金物が取付く場合

４

　：既存柱、土台部材のけ
　　がき位置に合わせてド
　　リルで穴加工

１）既存アンカーナット
　　と座金板を取る
２）既存筋かいの内側面
　　にＢＭ－ＩＮ１金物
　　をあわせる。

１）既存アンカーが金物
　　に接触した場合は金
　　物にマークして穴加
　　工する。
２）既存柱、土台部材に
　　ボルト孔の位置をけ
　　がく
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４－２．３　木筋かいの反対側にアンカーボルトがある場合

ラグスクリュー(LS12)

後施工アンカーボルト　Ｄ１０

BF-DH2フレーム

腹筋

既存基礎

既存柱

既存土台

目荒し

１２０mm以上

コーキング等を行い雨水の侵入を防ぐ
主筋

立
ち

上
り

高
さ

主筋

あばら筋

2-M12

・立上り高さが高い場合

・立上り高さが低い場合

ラグスクリュー(LS12)

既存基礎

既存柱

既存土台

目荒し

後施工アンカーボルト　Ｄ１０
2-M12

１２０mm以上

１
２

０
mm
以

上

１２０mm以上

７０mm以上

４０mm以上
かぶり厚さ

５０mm以上
後施工ｱﾝｶｰ（突出し）

後施工ｱﾝｶｰ（埋め込み）

※後施工ｱﾝｶｰが全ﾈｼﾞの場合、頭部にﾅｯﾄを付ける。

主筋

端部：フックまたはスポット溶接

後施工アンカー

あばら筋

３００３００

コンクリート造の布基礎に鉄筋コンクリート造の布基礎を抱き合わせ

無筋基礎やひび割れの基礎の場合、ＢＦ－ＤＨ２金物を使用し既存の

る事により補強する。

・２－Ｍ１２

後施工アンカー（ＤＨ２取付用）
・接着系（ケミカル）アンカー

・埋め込み深さ　L＝80mm

後施工アンカー（打ち増し基礎用）
・接着系（ケミカル）アンカー
・Ｄ１０ｰ＠300（SD295）
・埋め込み深さ　L＝7da＝70mm

主　筋・Ｄ１３　(SD295)

腹　筋・Ｄ１０　(SD295)

あばら筋・Ｄ１０ｰ＠300 (SD295)

主筋

端部：フックまたはスポット溶接

後施工アンカー

腹筋

あばら筋

３００３００
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５－１ 耐震Ｋボルトの説明

３．反対側から座金、ナットを絞める。２．部材孔に挿入する。１．木材に１５mmの孔明ける。
(ボルト軸径１４．５mm)

施工順序

ボルト方向

①穴位置のけがき ナット方向

耐震Ｋボルト

②15mmの貫通孔あけ

③孔内の掃除

耐震ＫボルトはＢＦ－ＩＮ１を介して柱側に２本使用します。（取付部位図参照）

（Ｍ１２ラグスクリューボルトは３本使用）

取付施工は下図の施工順序に従い施工します。

耐震Ｋボルト２本 又は
ラグスクリューボルト２本

ＢＭ－ＩＮ１

既存柱
耐震Ｋボルト取付部位 

耐震Ｋボルトｰ２本 

既存梁、桁、胴差

柱頭部 耐震Ｋボルトｰ２本 

ＢＭ－ＩＮ１

既存柱

耐震Ｋボルト取付部位 

柱脚部

耐震Ｋボルト取付部位

１４．５mm

４
０

m
m

Ｍｰ１２

Ｌ寸法（首下）

軸径

ボルト寸法（mm） 木材寸法（mm）

Ｌ＝１４０

Ｌ＝１０９

Ｌ＝１２４

１２０角用

９０角用

１０５角用

耐震Ｋボルト寸法

注意事項＊背割り方向には、割れを避けて使用して下さい。

参照：Ｐ１３

第５章　取付接合具の説明



30 64
94
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５－２ ラグスクリューボルトの説明

１．木材に下孔をあける。 ２．部材孔に回転方式で挿入する。

施工順序

ボルト方向

穴位置のけがき

ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ

ラグスクリューボルトは、柱部に耐震Ｋボルトが付けられない場合にＢＭ－ＩＮ

１金物を介して、３本使用し固定します。また、土台部は２本使用し固定します。

取付施工は下図の施工順序に従い施工します。

ラグスクリューボルト取付部位

１９

2
1
.
9

１００

１
１
．
５

材質：ＳＷＲＭ１０（ＪＩＳ　Ｇ　３５０５）

表面処理：電気亜鉛めっき　ＭＦＺｎⅡ－Ｃ（ＪＩＳ　Ｈ　８６１０）

Ｍ１２ラグスクリューボルト寸法・仕様

注意事項＊背割り方向には、割れを避けて使用して下さい。

参照：Ｐ１３

手前軸側は11.0mm

奥ｽｸﾘｭｳ側は7～8mm

下穴径

１．径7～8mmのドリルで深さ94mmの下穴をあける。
２．その上から径11.0mmのドリルで深さ30mmの下穴をあける。

※ドリルにテープを巻いて長さを調整すると施工しやすい。

M12ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ

柱  側 　　ー ３本

土台・梁側 ー ２本

ＢＭ－ＩＮ１

ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ取付部位 

柱頭部

ＢＭ－ＩＮ１

既存柱

ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ取付部位 

柱脚部

既
存
柱

既存梁

ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ3本 

ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ2本 

【柱側】 

【梁側】 

ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ3本 

【柱側】 

ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ1本 
【土台側】 

ﾗｸﾞｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ2本 
【土台側】 
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５－３ 背割り柱の説明

１．柱に背割りが存在する場合は出来る限り背割りと逆方向に金物を取付ける。

　　（背割り方向だとボルトやビスが効かなくなる恐れがある為。）

２．柱の背割り方向に金物を取付ける場合は、埋め木等をして木材の欠損を

　　なくしてから金物を取付ける。

金物を取付ける。

出来る限り背割りと逆方向に

ボルト方向背割り方向

付着させ取付ける。

木を作り、接着剤を

背割りに対して埋め

埋め木

取付ける。

乾燥したら金物を

埋め木の接着剤が



1)
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あらかじめ墨出しされた位置に製品規格の施工条件
に合った穿孔を行います。穿孔長を一定にするため、

2)

１

２ 清掃

３

４

５ 養生

3)

ドリルビットには必ずマーキングを行ってください。

(

取付物の固定

母材穿孔

孔内清掃

孔長の確認

カプセル挿入

ボルト打ち込み

硬化養生

コンクリートの切粉をきれいに取り除きます。

集塵機又はブロアーブラシで切粉をきれいに取り除きます。
金属ワイヤーブラシで内壁に付着している切粉を落とします。
再び集塵機かブロアーで切粉を取り除きます。

所定の穿孔長であるか、孔深さを確認してください。

水がある場合は除去して下さい。)

樹脂の流動性があること及び硬化剤が欠落
していないことを確かめてから挿入します。

ボルトには埋め込み深さのマーキングをし、先端に
必ずストパーを装着してから ハンマーで徐々に、
丁寧に孔底に着くまで確実に打ち込んで下さい。

硬化時間内はボルトを動かさないで下さい。

取付物はナットと座金で締付け固定してください。

 穿孔

カプセル挿入

ﾎﾞﾙﾄ打ち込み

５－４．１　施工順序

５－４　あと施工アンカーボルトの説明（エポキシ樹脂接着系アンカー）

あと施工アンカー取付部位

ＢＦ－ＤＨ１
ＢＦ－ＤＨ２

Ｍ１２全ネジボルト

エポキシ樹脂系接着アンカー

名　　称：エポキシ樹脂接着系アンカー

カポセル径：１３ｍｍ　
主　　剤：エポキシアクリレート樹脂

硬化剤　

ガラス管（容器）　

［主剤］エポキシアクリレート樹脂　

推 奨 品

製 品 名：ＭＵアンカー（打込み型）

【
基
礎
接
合
具
】

容　　量：　１１ｃｍ　

表面処理：電気亜鉛めっき　１種２級Ｅｐ－Ｆｅ／Ｚｎ５／ＣＭ１（ＪＩＳ　Ｈ　８６１０）
基礎部埋込み深さ：９０ｍｍ　

○ ×○

名　　　 称：
材　　　 質：

１１５
全ネジ形状　【

基
礎
接
合
具
】

Ｍ１２全ネジアンカーボルト
ＳＷＲＭ１０（ＪＩＳ Ｇ ３５０５）

3



使用ボルト 穿孔径 穿孔長

１２ｍｍ １５ｍｍ ９０ｍｍ

穿孔最少長

６ｄ以上

-１６-

５－４．２　　ボルトの埋め込み方向の形状（ＭＵアンカー使用する場合）

５－４．３　　穴径・埋め込み深さ（ＭＵアンカー使用する場合）

５－４．４　　硬化時間（養生時間）（ＭＵアンカー使用する場合）

寸切り 両面カット 片面カット

コンクリート温度（℃）

硬化時間（分） 180分 25分 20分

１０度

30分45分70分120分

１５度 ３０度５度０度 ２５度２０度

－５度以下の時には使用しないでください。

施工温度が０度以下の場合は硬化剤と樹脂の混合が不十分になる場合があります。

注意

×○○



2
（基礎のコンクリート強度が１３．５N/mm以上のものに適用）

(KN/m）
筋かい鉄筋Ф9
筋かいの種類

筋かい15×90
筋かい30×90
筋かい45×90

１．６
壁強さ倍率

１．６
２．４
３．２

【壁強さ倍率】

-１７-

６－１　ＢＭ－ＩＮ１＋ＢＦ－ＤＨ１の役割（短期基準接合耐力15.1KN）

図６．１　品質性能図

　　接合部を補強し、ＤＨ１金物を複合する事で柱脚部の引抜を防止します。

　　ＢＭ－ＩＮ１金物を柱、土台（梁）、筋かい等にボルト、ビスで固定する事により

柱脚部

６－２　ＢＦ－ＤＨ１金物の役割（ＤＨ－１のみ短期基準接合耐力13.5KN）

　　りを防止します。

　　アンカーボルトが無い場合、ＤＨ－１金物で土台と基礎を緊結し、土台の浮き上が

【ＢＭ－ＩＮ１】

２倍用筋かい金物

【筋かい金物】

短期基準接合耐力１５．４ＫＮ

【ＢＦ－ＤＨ１＋ＢＭ－ＩＮ１】

【柱の引抜き補強】
柱脚金物として

【ＢＦ－ＤＨ１】

短期基準接合耐力１３．５ＫＮ

【土台の引抜き補強】
アンカーボルトが無い箇所に

柱頭部

第６章　補強方法と役割Ⅰ-既存鉄筋コンクリート基礎の場合-



-１８-

※平成１２年建設省告示第1460号に適合する耐震設計を行う。

６－３　既存鉄筋コンクリート基礎の補強例

ピッチ

(３階建の場合は200mm）

Ｚかど金物ＣＰ－Ｌ

【筋かい金物】
ＢＭ－ＩＮ１金物

Ｚかど金物ＣＰ－Ｌ

【
耐
震
Ｋ
ボ
ル
ト
】

2本

【
Ｍ
１
２
ラ
グ
ス
ク
リ
ュ
ー
ボ
ル
ト
】

３本

【
耐
震
Ｋ
ボ
ル
ト
】

2本

内　外

【筋かい金物＋柱脚金物】

ＢＭ－ＩＮ１金物＋ＢＦ－ＤＨ１金物
【１５ＫＮ用金物】

Ｚかど金物ＣＰ－Ｌ

【筋かい金物】
ＢＭ－ＩＮ１金物

【
耐
震
Ｋ
ボ
ル
ト
】

2本

ＢＦ－ＤＨ１金物
アンカーボルトの無い箇所に

Ｚかど金物ＣＰ－Ｌ

2.0ｍ以内a

【筋かい金物】

ＢＭ－ＩＮ１金物

2.5ｍ以内a



６－４　　既存アンカーボルトがある場合

既存基礎からアンカーボルトが出ていればそのまま利用する。

１．ＢＭ－ＩＮ１金物のルーズ孔に合えばそのまま利用する。

２．既存アンカーボルト位置が合わない場合はＢＭ－ＩＮ１

　　金物に孔あけ加工をして固定する。

-１９-

ＢＦ－ＤＨ１
５ｍｍビス

ＢＭ－ＩＮ１

耐震Ｋボルトｰ２本 
Ｍ１２ラグスクリューボルトｰ３本

ＢＦ－ＤＨ２

Ｍ１２ラグスクリューボルト

Ｍ１２全ネジボルト

Ｍ１２ラグスクリューボルト

エポキシ樹脂接着系アンカー

４０角座金４．５mm

既存アンカーボルト



７－１　ＢＭ－ＩＮ１＋ＢＭ－ＤＨ２の役割（短期基準接合耐力15.1KN）

　　接合部を補強し、ＤＨ２金物を複合する事で柱脚部の引抜を防止します。
　　ＢＭ－ＩＮ１金物を柱、土台（梁）、筋かい等にボルト、ビスで固定する事により

７－２　ＢＭ－ＤＨ２金物の役割（ＤＨ－２のみ短期基準接合耐力13.5KN）

　　りを防止します。また、既存無筋コンクリート基礎やひび割れの入った基礎にＤＨ
　　アンカーボルトが無い場合、ＤＨ－２金物で土台と基礎を緊結し、土台の浮き上が

　　基礎と打ち増し基礎を一体化にします。
　　２を使用することで打ち増し基礎補強をして基礎を強くし、スタッドジベルが既存

　　また、既存無筋コンクリート基礎やひび割れの入った基礎にＤＨ２を使用すること

　　礎を一体化にします。
　　で打ち増し基礎補強をして基礎を強くし、スタッドジベルが既存基礎と打ち増し基

-２０-

第７章　補強方法と役割Ⅱ-無筋基礎に対する基礎補強-

後施工アンカーボルト2-M12

後施工アンカー

既存土台

目荒し

主筋

あばら筋

ＢＦ－ＤＨ２
ＢＭ－ＩＮ１

鉄筋コンクリート基礎

既存無筋コンクリート基礎打ち増し補強基礎

ＤＨ２（土台抜け防止）
短期基準接合耐力
１３．５ＫＮ

ＢＭ－ＩＮ１＋ＤＨ２
短期基準接合耐力
１５．１ＫＮ

－打ち増し基礎概要図－
木
筋
か
い

M12ラグスクリュー

後施工アンカーボルト

ＢＦ－ＤＨ２金物

腹筋

既存基礎

目荒し

１２０mm以上

コーキング等を行い雨水の侵入を防ぐ
主筋

立
ち

上
り

高
さ

既存土台

主筋

あばら筋

・２－Ｍ１２

後施工アンカー（ＤＨ２取付用）
・接着系（ケミカル）アンカー

・埋め込み深さ　L＝80mm

後施工アンカー（打ち増し基礎用）
・接着系（ケミカル）アンカー
・Ｄ１０ｰ＠300       （SD295）
・埋め込み深さ　L＝7da＝70mm

主　筋・Ｄ１３　     (SD295)

腹　筋・Ｄ１０　     (SD295)

あばら筋・Ｄ１０ｰ＠300 (SD295)

－打ち増し基礎断面詳細図－

既存柱

※後施工ｱﾝｶｰが全ﾈｼﾞの場合、頭部にﾅｯﾄを付ける。



主筋

BF-DH２金物

腹筋目荒し

雨水の侵入を防ぐ
主筋

あばら筋

コーキング等を行い

-２１-

７－３　増し打ち基礎補強例

【
Ｍ
１
２
ラ
グ
ス
ク
リ
ュ
ー
ボ
ル
ト
】

３本

【
耐
震
Ｋ
ボ
ル
ト
】

2本

ＢＭ－ＩＮ１金物＋ＢＦ－ＤＨ１金物

【１５ＫＮ用金物】

【筋かい金物】
ＢＭ－ＩＮ１金物

(３階建の場合は
2.0ｍ以内）a

ピッチ
2.5ｍ以内200mm内外a

【筋かい金物】
ＢＭ－ＩＮ１金物

【
Ｍ
１
２
ラ
グ
ス
ク
リ
ュ
ー
ボ
ル
ト
】

３本

主筋D13

あばら筋D10
後施工アンカーD10＠300
埋込み深さ＝7da＝70mm

Ｚかど金物ＣＰ－Ｌ

15KN引寄せ金物

（土台腐食、雨水浸透の防止）

注意事項

＊既存基礎の抱き合わせ面は目あらし
＊補強基礎天は既存基礎天より下げる。

【筋かい金物】
ＢＭ－ＩＮ１金物

Ｚひら金物

３００



-２２-

第８章　部分劣化した部材の補強方法

８－１　  木材の腐朽、蟻害での劣化補強

L=100
ラグスクリュー(LS12)

L=100

ＢＦ－ＤＨ１フレーム
５
０
０
m
m
以
上

４
５
０
m
m
以
上

土
台
劣
化
部
材
間

ZN90又は
N90@100程度ダブル

ラグスクリュー(LS12)

既存柱

＊左右反対方向に使用

新設土台、柱

既存土台

後施工アンカーボルト2-M12

＊後施工ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ位置は、

両側構造用合板

　既存鉄筋の下方向の位置に



-２３-

ひび割れ

充てん材
プライマー

１０

１５

－基礎部ひび割れ ０．２mm≦ひび割れ幅≦１．０mm の補修－

Ｕカットシーリング材充てん工法（可とう性エポキシ樹脂使用）施工手順

ひび割れに沿って電動カッター等を用いてＵ字型の溝を設ける。
・幅10mm程度、深さ10～15mm程度にひび割れの中心を

エポキシ樹脂プライマーを溝内部に塗布する。
・プライマー塗布後、ごみ、ほこり等が付着した場合は再清掃し、

可とう性エポキシ樹脂を製造書の仕様により均一になるまで混練りする。
・主剤と硬化剤を正確に計量する。

可とう性エポキシ樹脂を充てんし、平滑に仕上げる。
・コーキングガンのノズルをＵカット溝にあて充てんする。
・充てん後は、へらで押さえ、下地と密着させて表面を平滑に

シール材が硬化するまで適切な養生を行う。
・損傷、汚染等の無いようにすると共に降雨からも適切な
養生を行う。

充てん部以外に付着した汚れ等を除去し清掃する。

プライマーを再塗布する。

仕上げる。
・補修部の上に仕上げ塗材、塗料等を施工する場合、充てん後

Ｕカットシーリング材充てん工法　－使　用　材　料－

補修範囲の確認１．

材　　種

プライマー

シール材

材質その他

エポキシ樹脂

可とう性エポキシ樹脂

　材料名

アサヒボンド500P

E補修用プライマー

Ｅ６００

製造所名

アサヒボンド工業㈱

コニシ株式会社

コニシ株式会社〝〝

アサヒボンドＥＬ55 アサヒボンド工業㈱
〝〝

８－２　　基礎のひび割れ補修（ひび割れ幅 ０．２mm～１．０mm）

ひび割れ状況を確認し、補修範囲を決定する。
・確認は目視及びノギス等による。
・補修範囲はチョーク等で明示する。

可とう性エポキシの樹脂の表面にけい砂を散布する。

　カ　ッ　ト２．

プライマー塗布３．

計量・混練り４．

補てん・仕上げ５．

　養　　生６．

　清　　掃７．

外さないようにカットする。
・Ｕカット後は切り粉の清掃を入念に行う。



①　　ＢＣ注入座金

②　　ＢＣシリンダー

③　　ＢＣ加圧ゴム

④　　ＢＣリング

⑤　　ＢＣストッパー

※ひび割れ幅２mmを超える場合は原因を調べ、増し打ち補強基礎を検討する。

-２４-

－基礎部ひび割れ １．０mm≦ひび割れ幅≦２．０mm の補修－

自動式低圧樹脂注入工法　施工手順

ひび割れに沿って幅50mm程度の範囲を、ワイヤーブラシ等
　により汚れを除去し清掃する。

　座金の中心は、ひび割れ部の真上に合わせてください。

シール剤を用いて注入用座金を取付、接着固定させます。

ひび割れ部表面をシール材で確実にシールし、注入樹脂が
　流出しないようにします。（幅30mm、厚さ2mm程度）

シール材が硬化したあと、ボンドシリンダーを用いて注入
　材を低圧でゆっくりと注入します。。

注入樹脂硬化後、シリンダーを除去します。
　（１日養生）

　ディスクサンダーなどで座金及びシール材を除去し、平滑

補修範囲の確認１．

８－３　　基礎のひび割れ補修（ひび割れ幅 １．０mm～２．０mm）

ひび割れ状況を確認し、補修範囲を決定する。
・確認は目視及びノギス等による。
・補修範囲はチョーク等で明示する。

下地処理２．

座金の取付け３．

シール工４．

注入工５．

硬化養生６．

仕上げ７．
　な面に仕上げます。

自動式低圧樹脂注入工法　－使　用　材　料－

材　　種

プライマー

シール材

材質その他

エポキシ樹脂

可とう性エポキシ樹脂

　材料名

ボンドＥ２０６Ｓ

ボンド３９０

製造所名

コニシ株式会社

コニシ株式会社シリンダーセット

コニシ株式会社

注入器

①

② ③

④ ⑤

ー　構　造　－



木材の劣化、腐蝕の確認

金物取付

取付箇所の
チェック

接着系

の取付

補強基礎

打ち増し

基礎のコンクリート強度確認

基礎のひび割れの確認

既存アンカーボルトの確認

ナットの緩みチェック

ボルト穴径の確認

ボルト本数の確認

筋かいのビス本数確認

ラグスクリューボルト下穴確認

ボルト締め忘れの確認

接着系アンカーの確認

穴径の確認

埋込み深さの確認

ボルト本数の確認

乾燥時間の確認

鉄筋の太さ

鉄筋の間隔

鉄筋の本数

あと施工アンカーの埋込み深さ

鉄筋の緊結確認

部材に著しい劣化が認められる。 新しい部材と交換する

リバウンドハンマーで13.5N/mm　以上確認

アンカーボルト位置確認

手締めで確認

15mm穴径

柱側-　　　　　　　　土台（梁）側-２本　

45×90-7本、30×90-4本

奥：7～8mm　手前：11mm

エポキシ樹脂接着系アンカー

90ｍｍ

基礎側-2本

０℃-180分、10℃-70分、20℃-30分

主筋-D13　腹筋-D10　あばら筋-D10　　(SD295)

＠300

設計図照合

D10-300＠-７ｄ－70mm(SD295)

結束線等で緊結

増し打ち補強基礎の検討・設計

フレームに穴をあける

工具で締める

込栓等で補修

推奨：ＭＵアンカー

2

込栓等で補修

手締めで確認 工具で締める

穴径15mm

ひび割れ0.2mm以下 0.2mm≦ひび割れ幅≦1.0mm　- Ｕカット+シーリング工法

自動式低圧樹脂注入工法

部材に部分的に劣化が認められる。

劣化が認められない

（ドライバーが刺さる、部材の腐朽が見られる)

(ドライバーが深く刺さる、部材が劣化して

新しい部材と交換する、または
劣化による耐力を低減する

【日本材料学会式の算出方法】
  参照図書：日本建築学会著　

　鉄筋コンクリート工事　JASS5」
基礎の鉄筋の有無確認 設計図又は鉄筋探査機で確認 増し打ち補強基礎の検討・設計

1.0mm＜ひび割れ幅≦2.0mm　-

2.0mm＜ひび割れ幅　-　増し打ち補強基礎検討

-２５-

耐震Ｋボルト　2本
ラグスクリューボルト　３本

施工管理は下表により行う。

作業フロー 確認管理水準をはずれた
管理項目

場合の応対措置
管理水準

アンカー

【基礎】

　接合部の耐力が無い）

「建築工事標準仕様書・同解説

第９章　検査と不合格の場合の処置法
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１）施工体制

図１　施工体制図

　　の発行をする。

１．施工は、株式会社ウエハラが代理店、特約店に施工技術の講習を行い認定、講習終了書

　　施工工事は認定、指定を受けた施工業者が行います。

２．特約店責任で耐震改修設計、施工、検査を行い報告書、証明書等の書類を提出します。

３．ブーメラン工法研究会とは、４）で構成された組織です。

特約店

施工技術指導

耐震診断報告書

耐震補強計画図

㈱ウエハラ耐震事業部

A
顧
客

B
顧
客

C
顧
客

A
顧
客

B
顧
客

C
顧
客

A
顧
客

B
顧
客

C
顧
客

特約店特約店

代理店 商社・問屋

設計・施工業者

ブーメラン研究会

２）販売管理体制

特約店
代理店

・指導ｻﾎﾟｰﾄ

ブーメラン

㈱ウエハラ 商社

お客様

問屋耐震事業部

工法研究会

・販売
・指導ｻﾎﾟｰﾄ
・販売

・指導ｻﾎﾟｰﾄ
・販売

問合せ・相談

設計・管理者

施工業者

現場写真等で施工チェック

・耐震診断

・耐震計画
・見積り
・契　約
・施　工

・取付後

・取付前 １現場３箇所以上の施工写真を

電子画像、写真で確認。

※参照：施工マニュアルＰ２６施工写真シート

第１０章　施工・販売管理・苦情処理体制
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３）苦情処理体制

苦情の報告

お客様

代理店

商社

問屋

ブーメラン

㈱ウエハラ

耐震事業部

工法研究会

苦情発生

特約店

設計・管理者

施工業者

・十分な説明

苦情の報告問題点・不具合

解決策

・補修施工等

苦情の報告

苦情対処方法の指示

４）ブーメラン工法研究会組織図

【耐震改修工事全般】

【耐震診断・耐震計画】

【現場施工】

【耐震診断・耐震計画】

【統　　括】

アドバイザー

ものつくり大学　小野　泰先生

日本工業大学　　高橋雅充先生　

アドバイザー

【相談・アドバイス】

担当：西村　

担当：神田　

担当：塩原　

担当：門倉　

株式会社 ウエハラ

株式会社 アルボックス時田

株式会社 神田一級建築士事務所

塩原構造 有限会社

株式会社　門倉工務店

※参照：施工マニュアルＰ２７施工写真シート

　　苦情が対応できた場合においてもお客様の苦情情報を㈱ウエハラまで報告する。

１．お客様から苦情が発生した場合、特約店で十分な説明が出来る場合は対応する。

　　報告し苦情対処法を検討し特約店に指示する。特約店はその指示に従い十分な

２．お客様から苦情が発生した場合、特約店で解決できない場合は㈱ウエハラまで

　　説明を行う。



別紙.1

施　工　写　真　シ　ー　ト

会社名

住所
電話番号

現場名

工期

年　　月　　日

施工前

施工後

写　真

写　真

-２８-

施工状況を確認する重要な資料となります。

施工写真シートに必要事項を記入し、施工前、施工後の写真を

１現場３箇所分添付して電子メールかＦＡＸでお送り下さい。

ＴＥＬ 048-523-3950　ＦＡＸ 048-523-3931

株式会社 ウエハラ 耐震事業部（担当：植原通之）

メールアドレス m-uehehara@ueharasteel.co.jp



会社名

住所
電話番号

お客様名
お客様住所

お客様電話番号
工　期

1.苦情発生日　　　　　　　　　年　　　月　　　日

2.担当者名　　　　　　　　　

3.苦情内容

4.苦情対応

5.今後の対応

別紙.2

苦　情　管　理　シ　ー　ト

年　　月　　日

-２９-

苦情が発生してしまったら苦情管理シート必要事項を記入しご報告下さい。

苦情対応が難しい場合などは対処法を検討してご連絡します。

ＴＥＬ 048-523-3950　ＦＡＸ 048-523-3931

株式会社 ウエハラ 耐震事業部（担当：植原通之）

メールアドレス m-uehehara@ueharasteel.co.jp
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